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⑳妙穀屋，⑳金細工師，⑳鍛治屋，⑳研ぎ屋，⑳花火師，⑳漁師，⑳革齪，以上あわせて36に
なります。（2g）　ジャウナプラを都として王位についた王は9人あり，順を追って名をあげてみ
ますと，q7）はじめがジャウナーシャー，次がバワッカルシャー，3代目がスルハル・スルター
ン，4代目がドース・ムハンマド，5代目がシャ・・一　＝ザーム，6代目がイブラーヒームシャー，
7代鼠がシャープセKン，8代目がガージ，9代昌がバキャースルターン。（32－34＞　このよう
ec　9代の王が続いたのですが，その御威光は，300年の長きにわたり，東はバトナー，薦はイタ
ー ワ・一・　（1　8），南はヴKンドヤ山脈，北はガーガラー川に至る広大な地域に及びました。（35－36）
これみな先祖から伝え聞いたことをそのままお話し致したまでのこと，誤っていてもおとがめな
きように願います。（37）
　さて，これまでは昔のこと，話は戻ってヴィクラマ紀元の1600年から数えて13年目。（38）マ
ダナシンガ・シュリーマーラは，ジャウナプラに住むジャイナ教徒で，チナーリヤ・ゴートラの
宝石商。（3g）祖母は私の父カラガセーナを連れて業果のもとにたずね求めて故郷のマダナシ
ンガの家へ辿りっきました。（40）マダナシンガはカラガセーナの母方の祖父チャジマラの兄
（大伯父）にあたるわけですが，姪とその子とをやさしくいたわってくれました。（4、）祖母が問
われるままに夫と子の死後，ムガルの将軍に家財をみな憲われた次第を話しますと，マダナシン
ガは涙のうちに，「息子一人あればまたどうにかなろうものよ。悲しみにくれるではない。苦
あれば楽ありじゃ」と慰め元気づけてくれました。（42＿“）　「この家をわが家と思うがよい。
気がねや遠慮はいらぬ」といたわられているうちに3年の月日は事もなく過ぎ去りました。｛4、．t、一一
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45》
　父は8歳になるとチャタサーラへ（19》通い始め，学業を修めました。家では謳文書きや帳簿っ
けを教わり，かたわら宝石の鑑定も習いました。（．16・－47）4奪後，父は職を求めて家を後にしま
した。東はベンガルの国に，パターン族のスレーマーン・スルターン（20）がいましたが，（d8）その
義弟にあたるn・一一ディーカーンをわが子同様にしておりました。シュリーマーラのダンナー・ラ
　　　　　　　　　　　　　　　 デイ　ワ　ン
ー エがそのm　一一ディーカーンの　財務官をしており，世闘にも名を知られておりました。（4g）そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　トグヘル
の配下には，シュリーマーラのシンガラ・ゴー一トラの者が500人，業果に従い，すべて収入役（2P
として仕えておりました。（50）ダンナー・ラー一一　コは，勘定もせずに弁済証文（22）を書き与える
ほど信仰にあつく，心のひろい方で，ポーシャダの戒（23）を守り，朝夕，パリコーナーにつとめ，
業を重ねまいとする強い意志の人でありました。c。・1）父のカラガセーナはこのダンナーラーエ
の噂を聞くと，母には相談したものの大伯父には告げもせず，母が与えたわずかの路銀をふとこ
ろにして，早朝，馬に乗って家を後にしたのでございます。（52－53）　カラガセーナが身の上を
打ち明けますと，ダンナー・ラーエは大いに激励して下きり，父のことを心に留めておいて下き
いました。｛、・J、4）ある日，ダンナー・ラーエは思案のあと，カラガセーナを4つのパルガナーの
　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　ルクン
ポートダールにとりたて，さらに勘定方を2人配下にして下さいましたので，カラガセーナは
任地に赴きました。（55－56）仕事というのは，とりたてた税をダンナー・ラーエとv一ディー
カーンのもとへとどけることでした。かくして6，7ケ月も経った頃，カラガセーナは，ダンナ
ー・ ラーエがスルターンの許可を得て募ったサメータ・シカラ詣（2a）の講（25）に加わりました。
（57－5g）祈濤をすませて宿所の天幕へ戻り，ダンナー・ラーエはいつものようにサーマーイカ（2ω
を済ませました。（58－5g）ところが，チャウどハープ（27）や黙行のあと，パンチャナヴァカー
ラ（28）を唱えている最中に俄に生じた腹の痛みは劇痛となり，苦悶するうちにやがてそのまま一
言も発せずに息をおひきとりになったのでした。新しい生命をうけたがために古い身はくずれお
ちたというわけでございました。（60　一一61）善根のなせるところ従者をひきつれ，象，馬，車を
従え，栄華を極め，一族を興しながらも最後にはただ独り，疲れ果てた苦力のように身の重荷を
投げ出すと，塀のむこうにおかくれになったのでした。（62）　ダンナー・ラーエの急逝に村々に
騒動が起こったと聞いたカラガセーナはすぐさま折角得た仕事もうち捨て家に逃げ帰りました。
（03）貧しい身なりをしてはじめて通る悪路｛29）　「e頼りに山からjilへ，森から村へと歩きに歩
き，ジャウナプラのわが家へ辿りっいたのは夜半のことでした。大伯父をはじめ家族に挨拶をす
ませると，大切にしまってきたいくばくかのお金を愚親に手渡したのでございました。（6a　一一　65）
　そうこうしているうちに4年の月日が流れ，カラガセーナが18歳になった時と串しますからヴ
ィクラマ紀元の1662年のことでございます。カラガセーナは，今度は西方に向かって家を出まし
た。（66）アーグラ～でサラーヒー（30）と宝石の商いをしていた叔父のスンダラダーサを頼って
のことでした。（67）叔父はなにかといたわってくれ，仕事も一緒にしてくれました。それに商
い上手で物惜しみしない方でしたので，二人は世間から実の親子のようだといわれるほどでし
た。こうして4隼たち，カラガセーナはメーラタ（31）のスーラダーサ・シュリーマール・1“　一一ル
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という方の娘を嫁にもらうことになり，挙式のためメーラタへ行きました。式を済ませてアーグ
ラーへ戻ると，孝た市場に出て商いをし，金も貯めたのですが，叔母との折合いがよくなかった
ため，夫婦別の家へ引き移りました。それから2，3年のうちに叔父も叔母も，家や財産をみな
遺したまま他界してしまいました。（68－70）
　ヴィクラマ紀元の1633年に馬1頭に車1台，使用人多数，それにかなりの金子をたずさえてジ
ャウナプラへ戻りましたが，道中には10Hを要しました。すぐさま街に仲聞と一緒に店を開き，
商いの準備にとりかかりました。（73可ρ　アガルワーラーに属するシヴァ派の信徒で，富裕な
商人ラーマダーサが，利のあることならと片棒をかっぐことになりました。サラーヒー，貴金属，
真珠などの商いも二人が互いに信じ合い，協力したものですから順調にまいりました。（7。。．＿76）
1635年（1578A．　D）には，カラガセーナは男児を授かり盛大な祝いをしたのですが，その児は
10日目に息絶えてしまったものですから悲しいおもいをしたことでした。（77）Vi．1637年にロ
ー フタガのサティ　・一　S＄（32）に出かけたところ，道中で追剥ぎに出くわして丸裸にされました。
（78）残ったものはといえば，着ていた着物と夫婦の生命ということでほうほうの態で家に戻っ
たような次第でした。息子を授かるように願かけに出かけたというのにサティー・アウータはこ
のような果をお授け下さったわけです。（7g）それでもなお，そのサティーの御威力のまやかし
を見破れず，父骨は再度願かけ詣を思い立ちました。わが目でその空しさをはっさりと見ながら
も悟りえぬ，煩悩にとらわれた姿とはまさにこのことをいうのでございましょう。（80）Vi，1643
年のマーガ月の臼半の11日，日曜日，ローヒニーの雄牛座の第三星の刻にカラガセーナの家では
男児の出生をみましたので，名をヴィクラマジータとっけました。なにしろ，願をかけて8年目
に，それも男児を授かったものですから，それは盛大なお祝いを致しました。女たちが祝い歌を
たからかに歌うかたわらでは，惜しみなく喜捨もなきれました。（83－85）　6，7ケ月後に家族
そろってパールシュヴァナータ詣に出かけ，お定まりのお祈りを捧げました。（86）子供を前に
　　　　　　　　　　　　　　　プジヤ　り　
きしだして拝んでおりますと，番僧が爾手をあわせて，「パールシュヴァナータの御足に頂礼。
この児にどうか長寿をお授け下さいますように，足下にひれ伏しお願い申し上げます」と申しま
した。（87－－88）　プジャーり一は次に制息の行をなし，まやかしの瞑想に入り，半時間ほど無言を
続けた後振り向いて告げました。（8g）「誤想の中で現じたことを聞かせてっかわそう。パールシ
ュヴァナータのヤクシャ（33）さまが姿を現わし御せられるには，心を労するには及ばぬというこ
とじゃ。この児にはパールシュヴァナータの御誕生地に因んだ名をつけるがよかろう。そうすれ
ば侵寿を授かるとのことじゃ。」これを聞くとカラガセーナはじめ家族一同安堵したようなわけ
でした。（go－．g2）そこで「パールシュヴァナータ・スパールシュヴァナータ両救世者は，バナー
ラサにお生まれになったゆえ，この子の名はバナーラシーダーサとつけるがよかろう」というこ
とになり，一周はジャウナプラへ戻ったのでございました。（g3）Vi．1650年にはバナーラシーダ
ー サは痘瘡にかかりましたが，これもやがておきまり，元気になりました。この年にはこれまた
前世の因縁があってのこと，妹が生まれたのでございました。cg6～g7）
　私は8歳になりますとチャタサーラへ通いはじめ，パンデー師に読み書き，算術を習いました。
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（g8）1隼間遇ったのですが，日一一一　Hと知恵も増し，利発になりました。　Vi．1652年こと，父は
やはり宝石商をしており，私は9歳になっておりました。（gg～100）　カィラーバーダ（3d）　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロ　ヒト
住むターンビー・パルヴァタの子カルヤーナマラには娘がございました。qop　同家の祭司
　　　　ナヘウ　
（35）が，床屋（36）を従え，カルヤーナマラの手紙を父のもとへ携えてきました。（、02）　父はそ
の娘と私との婚約を取決め，仮祝言のしるしに私の額にティラカ（37）をっけてくれました。本祝
雷は二年後に挙げることになりました。（103）　仮祝言が今串しましたように1652年q595年A．
D．）でしたが，その翌年には磯観（38）が起こり，物価は途方もなく上がり，食物きえ手に入ら
ず，世間は悲惨なありさまとなりました。（10．！）Vi．1654年にはともかく鱗謹が終わりました
ので，マーガの月の臼半の12日に挙式のため私はカイラーバードへ行きました。Clo5）　式をす
ませて家に庚ったその日に，二人目の妹が生まれましたが，なんと，同じその日に母方の楓母が
亡くなりました。qO6）父にしてみれば，姑の死と娘の誕生，それに息子の結婚式とを一度に
迎えたわけで，この世はまことに不可思議といえば不可思議でございます。賢者はそれを苦とみ
て俗世を厭うのですが，愚者にはその謎がわかろうはずもございません。｛107－108）こうして2
ケ月が過ぎますと，私の妻の叔父ターラーチャンダ・シュリーマーラが訪れ，妻をカィラーバー
ドの親許へ連れて行きました。（39｝qog）
　ところで，ジャウナプラではとんだ災難で，ひどい有様になりました。と申しますのはジャウ
ナプラの城主はナワープ・キリーチ・カーン（40）でございましたが，街中の宝石商をみな捕えて
獄に入れ，その釈放については大枚を出せとの無理難題を吹っかけてまいりました。（110～11Z）
ある日の朝早く，怒り狂ったナワープは，命を下して商人たちを盗人のように縛り上げて鞭で打
ちたたかせ，半死半生にして釈放しました。（112－．11s｝みなが相談の結果，このまま命をおと
すよりは家を捨て家族とともに逃げ出そうということになり，qu）四方八方へ逃げ出したよ
うな次第でございました。父も家族をひきつれ，ガンジス川を渡り西方に逃げました。Cl15）
サーピザーダプラ（d1）への途申，カラーマーニクプルまで来ると，雨に降られて道はぬかるみと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サラ　イ
なりました。（116）暗闇の上に雨足が激しいので旅籠に宿をとったものの，父は家族ともども貧
者同然のおのが姿に涙を流したようなことでした。q17）妻子4人を連れ，きらに大切な家財を
かかえての道中。享くべき楽も前業が妨げとなってなにもかも苦と化したのでございましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　ク　ニヤ
（42）（118）　ところが，その町の　長のカラマチャンダ，マートゥラという商人が，自分は他
所に引き移って自分の家を空け，夜の九時過ぎに父の名を呼びながらたずねてきて下さいまし
た。qlg触2ω　そして，「どうぞ御主人，馬をお裾し下きい。ちょうど小塵が一っ空いており
ますので，御遠慮なくお引き移り下さい」と親切な言葉をかけてくれました。父は大喜びで家族
を連れてそこへ引き移りました。（12T～122）安堵してよく見れば，その家の構えは立派なもの
で水がめやっぼが数多く置いてあり，寝具もそろっておりました。（123）また，一部屋は穀物な
どの食糧で満ち何一つ不自由のないようにしてありました。q2ρ　父はその方の足下にひれ伏
し，この親切なもてなしに心からの礼を述べたことでした。q25）　ナワープ・キリーチが与え
た苦しみにひきかえ，サーピザーダプラではかようなもてなし。（127）　一兇すれば天地の差と
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申せましょうが，別の見方をすれば，苦を味った人のみ楽を享けるわけで，楽を味っておればこ
そ苦をみることになるというもの。（128）楽を得れば喜び浮かれ，苦にあれば嘆き悲しむのも，
凡愚の眼には苦と楽とが互いに別のものと映るためですが，（12g），知者は幸運と不運に，あたか
も昇る日，沈む日に対するように接するのでございます。あるいはまた，それを光明と闇の如く
互いに連れ添うものと見るものでございます。（13ω
　父はこうしてサーピザーダプラに10ケ月を過ごした後，プラヤーガへ赴きました。q32）プ
ラヤーガはガンジス川とヤムナー川の合流点の近くにあり，イラーハーバーサ（43）とも串しま
　　　　　　　　　　インドラ
すが，ここには地上の大神であらせられるアクバル王の皇太子ダーニーシャーがおられまし
た。畷）（133）父がイラーハーバーサへ出かけた後，私は家に残り小商いを始めました。（134）
わずかずっ貯め蓄えたものを粗母にさし出しましたところ，q35）祖母はサティー・アウータ
の申し子がはじめて稼いだものということでお祝いの菓子を身内に配りました。q36）　サティ
ー・ アウータを信仰しておりました祖母は，孫の私をサテd一から授った子供に違いないと思
いこんでいたようなことでした。（137）サーピザーダプラにはさらに3ケ月，あわせて1年1
ケ月過ごしましたが，父からファテープラ（45）に行くようにとの知らせがありましたので，（13g）
駕籠を二挺，人夫を4人やとい，一家そろってファテープラへ引越しました。｛110）　その町に
　　　　　　　　　　　　　　　　アデイヤ　トマ　
は，オースワープ（46）に属する　神智派（47）のバースーシャーの一族がかなり住んでおり，
（141）バースーの子のバゴーテd一ダーサは自分の家を私どもに提供してくれました。私たち
一家はそこを宿にして平穏無事な楽しい日々を過ごしておりました。そこへまた父の便りがあっ
たものですから，私だけがイラーハーバーサへと向かいました。（142～143）父は宝石の商いの
ためダーニーシャーのもとへ出入りしておりました。q45）辛いこと，悲しいことと目まぐる
しく4ケ月が過ぎると，また，ファテープラへ戻り，一家は同じ屋根の下で暮らすようになりま
した。（146）それから2ケ月後，キリーチ・カーンがアーグラーへ移ったと聞いたものですか
ら，父は家族を連れて故郷のジャウナプラへ戻りました。宝石商たちは，地下にひそんでいたも
ののように，あちこちから再び姿を現わし，みな元通りの商いを始めましたが，それはVi．1656年
のことでごぎいました。（147～148）　1年が無事に遇ぎた暗のこと，アクバル王の長子サレーム
王子（48｝が，コールフーバナへ狩りという触れこみで来られました。（49）ジャウナプラのジャー
ギールダールであったラグキリーチ・ヌーラム・スルターン（50》はサリーム王子をコールフー
バナへ行かせぬようにとのアクバル大王の命（51）を拝してジャウナプラの城を死守しようと決
意したのでありました。｛14g～152）道路は閉ぎされ，ゴーマティー川は船も通らぬようになりま
した。橋や城門も閉ざされて，戦いの準備が進められました。q53）歩兵・騎馬兵も数多く，四
方八方に番兵が立ち，城の胸壁には砲門が並び，市内は騒然となりました。（154）　食糧，飲料
水，衣服を貯えるかたわらでは，鎖かたびらや鞍，それに鉄砲や多量の弾薬，各種の武器が調達
きれました。（155）ヌーラム・スルターンはその準備にありたけの金を投じ，自ら戦陣に立っ
たほどでございます。民はあわてふためきあちらこちらへと逃げ去り，この大きな都も荒野のよ
うになり，攻撃は今にも始まるかと思われるような様子でございました。宝石商は寄り集いはし
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たものの，他には街に居残る者とてございません。q5G～157）　一体どうすればよいのやら，家
族を逮れて困りはてておりました。街にとどまれば危うく，逃げ出したからとて安全だとは限り
ません。q58｝そこで州司はヌーラム・スルターンのもとへ歎願に行きました。q5g）「おのれ
の命が危いのに，そちどもにかかずらわっておれるものか」との返事にみなは逃げおおせた者が
勝ちということになり，それぞれ身害りを求め，あるいはあてもなく四方八方に散り，道連れに
なる者とてございません。q60～lal）　父はドゥールハサーフの行ったラチマナプラ近くへ逃れ
ました。（162）　そこはラチマナダーサという方が村長をしており，その方が1〈誓って森の申
へかくまって下さいました。かくして6週聞足らず過ごしますと，ジャウナプラは平穏なことが
翻明いたしました。qG3）ヌーラムはラーラーベーグ（52）の術策により王子のもとへ連行される
と平伏して詫びたので赦されたのでございました。（165）事の次第を知ると，人々は安心し，恐
ろしかったことも忘れてわが家に戻りました。（166）
　私は14歳になりますと，デーヴァダッタ・パンディット励）のもとへいささかながら学閥を修
めに通い始めました。（168）　「ナーマ・マーラー」（5壬）二百句，「アネーカールタ」（Pt””」），それ
に占星学，修辞学，「ラグ・コーカ」その他に四百頒ほど習いました。q6g）　学問に没頭してい
たところ，Vl．1657奪に，家格式も世聞体もあらばこそ，私は火遊びに現をぬかすことになりま
した。（z70）そうこうしているうちに4ケ月経ち，ひんやりした季節がめぐり来た頃，カラタ
ラガッチャ（56）のアバヤダルマ師が2人の弟子を連れておいでになりました。（173）ジャティー
（57＞が来られたというので，門徒はみな説法をうかがいに寄り集うのでございました。q7ρ私
r｝：一硬ケ’　う
も先祖にならい，父と共に師の宿泊所（58）を訪ねました。そこでバーヌチャンドラ・ムニ（59）に
お近づきを得たものですから，日中はポーサーラで過ごし，夜は家に戻るのを日課としてq75），
ムニから書を学びました。　『パンチャサンディ譲を書写し，　『ストートラヴィディスタヴァナ
（沐浴灌頂儀規頒）』を読みました。q76）サーマーイカ，パリコーナを行じ，『シュルタ・ボー
ダ』などの書を読み，八種の徳質（60）を身につけようと励みました。（177）　ところが，このよう
に師の教えを思いうかべているかと思えば，次には色恋に迷うという有様でごぎいました。こう
ドーハー
した閥に　対句　を一千句詠みましたが，q78）九つの情調を詠みこんだものとの意で，「ナ
ヴァラサラチャナー」と題名をっけたようなことでした　（17g）　このようなわけで，学問と色恋
との両方に入りびたって食事も忘れるほどで，仕事は何一つ手につかぬ有様が2年間も続き，父
母の戒めもどこ吹く風と聞き流しているうちにVi．1659年となりました。q80～181＞
　私は15歳10ケ月になると妻を迎えに行くことになりました。（61）（182）衣類など身のまわり
の品々をとり揃えさせ，駕籠をやとい使用人を従えて出発し，無事カイラバーダに着きました。
q83）ひと月あまりそこに過ごすうち，冷たいポーシャ月の白半に，前業の果のため突然，風気
の病（62）に罹りました。（184）全身が癩病に罹ったかのように，骨という骨は痛み，髪はおろか
全身の毛が園毛までも抜け落ちてしまい，（185）無数の瘡が手といわず，足といわず金身に吹き
出たため勢も義兄弟もだれ一人共に食事をとらず（zsa），寄りつく人さえなくなりました。姑と
妻とが介抱してくれはしたものの（187），食物を口に入れ，膏薬を体に塗ってしまうと騨をつま
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んで早々に退散するような有様でございました。q88）　この時，ある床屡が薬を飲ませ塩を用
いずに煮たひょこ豆を食べきせてくれました。ところが，この男は私が差し出す謝礼を一文も受
け取ってはくれません。q8g）　こうして四ケ月が過ぎた頃，痛みが少しとれましたが，快復し
たのはきらにニケ月後のことでありました。qgo）沐浴した後，床屋に御礼をして手を合わせ，
「おまえはわしの友も同然」と申しますとclg1），床屡はとても喜んで家に戻って行きました。
カイラーバーダできらに十日間ほどの養生をして（192），再び駕籠をやとってジャウナプラに戻
りました。しかし，鍔たちは娘を私に岡行させませんでした。（193）　家に戻り父母に挨拶をし
ますと，母はわが子の毛が抜け落ちた鳥のような姿を見てひどく泣き悲しみqgρ，父は世間体
をはじて私を罵りました。一瞬呆然としましたが，私も涙を流すばかりでございました。qg5）
それから二十日閥ほどは家の中にふきぎこんでいたのですが，再びポーサーラ通いを始めます
と，学問も火遊びも元通りということになりました。qg6）　そうこうしているうちに四ケ月経
ち，父はバトナーへ行き，私は再度，カイラーバーダの妻の実家へうかぬ顔をして行きました。
qg7）ひと月の聞，市場へも出ず家にひきこもっていましたが，今度は駕籠一挺と馬一頭をやと
い，妻を連れてジャウナプラへ戻りました。qg8）　家に戻ると，家族をはじめ年寄りたちが有
難い説教を闘かせてくれましたが，それをこちらが聞き入れるはずもございません。（lgg）
　　　　　　　パ　ト
「バラモンや吟遊詩人ならいぎしらず，たかが市場に坐る商人の伜ではないか。あまり学閥すれ
ば乞食せにゃならぬ。年寄りのいうことじゃ，聞きわけてくれ」（200）などと，みなそれぞれ
勝手な口をきいていたのですが，酔いしれているこちらには馬の耳に念仏という次第でした。
　こ1れがヴィクラマ暦のi66e無のこと，ありのままを購したわけですが，その前年のサーワン月
｝C－一人のいやしいサンニャーシー（63）が（20g），ひょっこりやって来て雷うことには，「わしが教
える呪文を怠らずに嘱え（21ω，一年の間，堅く信じて厩の申で繰り返し唱え，だれにもそのこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイナ　ル
とを洩らさぬならば（211），一年経ったその日から毎朝戸口に立ってみるがよい。金貨を一枚ず
っ手に入れよう。（212）一年間そうした後に，また同じようにすれば，岡じ果を得ることになろ
う。」これを聞いて，サンニャーシーは高徳の人に違いあるまいと思い（213），また，欲にもから
れて私は，サンニャーシーの足下にひれ伏し教えを乞いました。するとサンニャーシLは呪文を
紙に書いてくれ（214），いずこへか立ち去りました。あきましくも私は，その一年間，呪文を唱
えましたが，そのことはだれにも内密にしておきました。（215）　一年目の朝，戸口に出てあた
　　　　　　　　　　　　　　ディ　ナ　ル
リを見圃してみたのですが，金貨はいずこにも見当りません。（2r6）　翌日も戸口に出て見まし
た。金貨は夢の中にも現われぬのに欲にかられて気はあせり，食事もおいしくいただけません。
（217）　そこでそのことをバーヌチャンドラ師におたずね致しますと，それは出鱈昌の話であろ
うとの御言葉でございました。それでようやく目が覚め，心配もなくなり，食欲も甦ったという
わけでございました。（218）
⊂以上本文下段の（）内の数字は句の番号を承す。上段のそれは次の註の番号を示す。なお，註に
使用する略号にっいては大阪外国語大学学報23号63－64ページを参照〕
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註
（1）Prabhu一この語はたとえば（90）に次のように用いられている。－prabhu　pirasa　jinavara　kau
jaccha一ことから，　jina，すなわち，　MahEvira及び以蘭に現われた救世者（Tirthanvkara）全1本を指す
ものと考えてよかろう。　（1）
⊂2〕鉱sa－P謝s’van翫haの略，　pErs’vaの転言1ヒしたもの，ジャイナ教の第23祖（ティールタンカラ）に
あたる。　（D
〔3⊃SupEsa－Supirs’vanathaが略され転言1ヒした語で，岡じくジャイナ教の第7祖である（1）
〔4）Baruni，　Asi－Baruna（varuna）とAsiとの爾川はバナーラス近くでガンジス川に合流する。（2）
〔5〕Madhya　des’a　k1　boli－Madhya　des’aの意は，マヌの法典（2－21）に用いられているところでは，
ヒマーラヤ山脈，ヴィンディヤ山脈，パンジャーブのサル・ヒンド地方及びウッタル・プラデーシュ
のアラーハーバードを結んだ線で囲まれる地域であるが，より狭義にはガンジス川とヤムナー川とに
はきまれる地域をさすことがある。ここでは，このArdha　Kat嫉（Kathanaka）が書かれている雷葉が
共通語として使用きれていた地域をMadhya　Des’aとして考えねばならないが，　B　Dは“Samayasara
Nitaka”をBh5語に翻訳した，と述べている（638）ので，今E｛いうところのヒンディー語地域をそれ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
に相当するものと考えればよいのであろう。　（7）
（6）pahiri　mEla　mantra　ki一ここでいうmantraとはNamokEra・Mantraと呼ばれるもので，ジャイナ
教でいうpafica　namaskara　（5種の帰命）の祈りの旬である。すなわち，　Arhat，　Siddha，　Acdrya，
Upadhyaya，　SEdhu－SamudEyaの5種の聖者に帰命するとの意をもつ。句全体としては，「ナモーカーラ
・ マントラの念珠を身につけた」ということで，ジャイナ教徒になったことを示す。　（10）
⊂7⊃th乱pyau　gota　biholiE　biho王i　rakhap灘a－biholiとはRohtak（現今，ハリヤーナ～州内）から約
70マイル，pEnipatの近く，ヤムナー川岸にある村名（㌶P註による）。ラージプートであった一族が，
一族あげてジャイナ教徒になり，got（a）tt＝gotraすなわち，族内結婚をするカ～スト（Kula，ここでは
S’rimEla　Kula）内にできた族外結婚をするグループとして，元tf　一ホー一　v一村のラージプート（Rakha－
p田a－Raksapala）がど一ホーリァー・ゴート（ゴートラ）というゴートラを興した，というわけであ
　　　　　コ
る。このことから，ゴートラ名が地名に慮ったこともあるのが物明する。なお，今日，カースト　（爾
カースト）を意味する語としては，jatiあるいは，　jEtという語が用いられており，Kulaは一般に「家
系・家柄」の意に（ヒンディー）用いられる。しかし，地名に発するS’rimEl（a）という姓を名乗る者
の申にはヒンドゥー教徒もジャイナ教徒もいるわけなので，Kulaはここでは岡姓のジャイナ教徒を他
から区別する標識になる。（IO）
〔8〕Hindugl／Hindag王／，？arasi！PharasV－Hindugiという語はここでは当暗の用法からしてHindi，
Hindui，あるいは，　Hindawiと岡義に用いられているようである。　parhyauとあり，次のペルシア語と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
並んでいることからもMadhya　Des’aの標準的な言漿の意になろう。家庭や小地域で使用される雷葉で
はない，もっと広範囲に使用される欝葉をきしていることは確かである。「職業上必要とされた言葉」
の意がこめられていると考えて差支えなかろう。ペルシア語（parasi）についていえば，インドにおけ
るイスラムヨ三朝の多くがペルシア語を窩廷語・公用語としたので，イスラム教徒のほか，ヒンドゥー教
徒やジャイナ教徒などにも職業柄，あるいは教養としてそれの習得が必要となった。M肖1adEsaの場合，
職業上の必要からと考えられる。だれにどこで習ったとは記されていないが，P．　N．　Chopraによれば，
最初イスラム教系の教育機関に行きたがらなかったヒンドゥー教徒も後にはこのような必要に迫られ
てそこへ通うようになった，という。　（Society＆Culture　in　Mughal　Age，　Agra，1955，　p．　129）（13）
⊂9〕Mugal（a）一もちろん本来はMuga1（MuguD人のことであるが，　A　Kではムガル朝の役人の意味
に用いられている。　G4）
〔1のModi－Modiとは普通，穀物を主として扱う食料品商のことをいう。この場合も，　（16）の記
述からすればこの意昧に受け取れるが，（22）の記述からは窟職かとも考えられる。もちろん，AK
の随所に詑きれている為政者の専横が許されていた暗代であるから断定はできない。（14）
w2
⊂11〕s醜vSy翫a蕉【im蕊昏とはムガル朝の｝勲m訪臨王（Shah）（153G－56）である。NPはA本㊧ho玉cs’vara
書本）の傍謎にbara　blraとはUmrEoの意なり，との詑載のあることを伝えているが，　bira　bara，すな
わち，viravaraと解すべきかと思われる。　（i5）
⊂12〕uc麺ati／uc町ata／－NPはMadhya　Prades’のサーガル地方では今日でも使用されている語である
としているが，ここでは標準形としてMPのuc的ata（仮勘定）をとる。　G　6）
⊂13〕muhara－chapa　ghara！kara／khalasai　kinau　Iinau　m謂a一墨癖1asaiとISkKhElisahのことで，原義
としては「御料及び御1料地」であるが，ここではムガル朝蒔代，嘗職にあった者が死去すると，その
財産は領主（皇帝）の没収するとろことなったことに言及していると思われる。したがって，ここで
はgharaよりもk㌶aをとるべきかと考えられる。「宮職」については（14）のMQdiの項で言及した。な
お，型｝乱lisahについては，　J．　Sarkar，　Mughal　Administration，　p．140－160，　aalcutta，1952を参照のこと
（22）
〔1¢Jaun囎ura一今日のジョウンプル（Jaunpur）のことで，　u・P東部，バナ～ラスの北方にある。
（24）
〔15｝Jaun5saha・一　jaunpurはデリーのトゥグルク朝の第3代資roz　S嫉h　Tu81u璽（1351－88）が第2代
のMuhammad　bin　Tu51uq（f325－－5　i）の俗称」躍na墜琶nに困んで，1359年，ベンガル遠筏の際，建
設したときれることに需及している。　（26）
〔16〕Chattlsa　pauni！pauna1－pauniとかpauna，あるいはpauniyEなどと陣ばれるものは，本来，醤落
共同体の中において土地生産に従事せず，一定の技術労働を提供し，その代償として農藍物の収穫の
うちから定まった額の分け前を受け取り，村民の祝いごとに際しては金舐が与えられるカーストをき
す。ただし，ここで数えられている36のものは，そのほとんどが職人に相当する。また，Sisagara
　（ガラス職入），Darji（仕立遷），Sangatar盃sa（石工）などのように名称そのものからしてペルシ
ア語・アラビア語由来のものまで含まれている。　（28）
〔17〕anukrama　bhae　ta簸nava　stihi－（26）でふれたJaunpurに1劃幽w潟a．｝ahEn　Sarwarが1393年
にSharqi朝を興し，デリ～の支配権から独立する。ついで，　Qaranful，醗ub謝ak　Sh油　G　399－｛402），
Ibr論im　ShEh　Sharqi　G　402－36）の統治を経て，Mahm磁ShEh（1403－－57），Muham塒ad　S琉11（1457－58）
に至る。そしてHusain　Sh灘）1458－1479）がデリーのロ～ディー朝8ahl澱Lodl（1451～89）と争い，
敗れた。8ahl朝はその子舩rbakをJaunpurに任じた。　これに対して，　B　Dの数える9代のヨ三とは，
①JaunEshah，②Bawakkar　shEh，③surahar　sultan，④Dosa　Muhammad，⑤shah　Ni壊m，⑥lbrEhlm
ShEh，⑦ShEh　Husain，⑧Gaji，⑨Shih　Bakhya　Sult無となっており，BDもことわっている通り（37），
聞き伝えによるためleこのような差が現われたものと考えられる。　（32）
〔18〕Itawi－U　？のカーンプルとアーグラとの中閥に位撮するジャムナー川沿いの撫1ぎ。　（35）
　　　　　
　
〔19〕Catasala－pathas’Elaと同義，すなわち，初等学校・寺小屋ほどの意に用いられている。普通，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
パンディットが教え，ヒンドゥー教徒の子弟が通ったものを麺th技s’EIEと呼び，　Maulavlが教え，イス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ラム教徒の子弟が通ったものをMaktabと呼んだ。なお，憲子のBDも父親と岡じく8歳になると学校
へ通いはじめた，（98）としている。（46）
　〔20）Sulemana　sulatEna　pathEna一ベンガル地方’の13狙紀初頭より1576年のアクバルによる征服に到
るまでの統治者の隼代についてはあまり詳細が知られていないが，アクバルによる征服直前のものは
アフガン族のものであった。ここに言及されされているSulemEn（a）はpathEn（a）とあるところから
も，スール朝の南部ビハールの知箏であったSUlaiman　Karakarani（－1572）ではないかと考えられ
る。彼はスール朝の‘Adll　Shahの死後，ベンガルにまで勢力を拡張した，ときれている。R．　C．　Majumdar
ed．，　An　Advanced　History　of　Iudia，　LGndon，1963，碧．452（48）
　〔21）pota酸ra一正しくはFo診蘇rで，ペルシア語からの借入語である。現窪ではこれをpoddarと設り，
姓名のように用いている。ムガル朝における徴税制農の申で，財政富（DiwEn），徴税宮（Karori）に
次ぐ役職である。その配下にK蕊rkunを従えて徴税に従事した。ここでは，人数の正確きはともかく，
22
ジャイナ教徒が多数，同じ職に従事していたのは，源文にもある通リダンナーラーエという圃教徒の
上司がいたためと思われる。宗教上の紐帯が職揚の開拓につながっている点，また，ジャイナ教徒が
イスラム教徒の支配下で経済的に進禺する一つの機会に触れている点で興味深い。　（50）
⊂22）pharakati一正しくはf言rig　khatt（弁済証書）のことである。　（51）
〔23）posaha－parikaunE－（posadha，　pausadha）とはジャイナ教の在俗信徒が定期的になすべき務め
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　り
の一一である。（587）の3の③に含まれる。parikaunE（pratikramana）とは出家，在家を闘わず，毎朝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
夕，行なうべき六種の勤行　（Avas’yaka）の一つで，自己の過誤を反省，梅悟すること。（5　D
〔24〕Sametasikhari－（57）現在のビハール州の東部，西ベンガル州境にあるparasanath　Hillsのこ
と。ジャイナ教徒の聖地。　（57）
⊂25〕Sangha　calEyau－（57）のSameta　sikhariへの巡礼にふれているのであるが，ここで用いられて
いるSanghaという語は，Yatri－Sangha「巡礼講」1まどの意に灘いられている。これは後述のHirEnanda
の例（227）にも見られるように，冨蒙・豪商らが申心となって一行を募り，それに財政的な接助をで
きるだけ与えたもののようである。そうすることが功徳の一つと考えられたのである。また，それを
爽施するに際しては，権力者の通行許可が不可欠であったようである。　（58）
（26）samEika一これは（51）で述べた勤行Ava｝三’yakaと岡じく，毎厩の勤行であって俗界の執着を垂
り，平等心を養うためのものである。　（59）
〔27〕caubih琶ra－N　Pの註には夜間における飲食の禁，とあるが，明瞭ではない。　（60）
⊂28）panca　navakara－（10）の5種の帰命に詞じ。　（60）
〔29〕Ubata　pantha／umata　pantha1－MPは伽ataと読むが，　KindiのUbar－khEbarの意のvibataをと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
るべきであろう。　（64）
〔30）Sar5phi－Sarrafの仕蒋葦のことである。もともと，　Sarr乞fとは貨幣の検認，計量などによって貨
幣の管理関係の作業に従事したことをきしたが，後には両替商，金融業，貴金属商などにも従事する
ようになった。　（67）
〔31〕Merathiptira－一デリーの北東65kmにあるUP北礪部の都市。（68）のRohtak（（g））⊂（10）の註参
　　　　　　　
照）の距離は約120kmで，きほど遠くはないことに注意。　（69）
〔32）Sati　ki　Jata－一・（79）にSati磁taとあるので，両親がSati　atita詣に行ったことをさす。　Satl
a面ta（aputra，　aputrE（（skt）），　aputta（（paia　sadda　Mahannao）））は，　Rohtak（（g））のatita（子なし）
貞女を神格化して杞った糊。ここでは子を授かるようにとの祈願に1二励〉けたこと。⊂（79）参照〕　（78）
（79）　（83）　（136）　（137）これはまた，BDが生まれた後，パールシュヴァナータ詣に行った際の
様子からも幼児の養育の困難さや子孫を希求する願望のはげしさを示すものと解してよかろう。しか
し，8Dにとっては，そうしたことはすべて嘱笑の対象でしかなく（8G），現徴に生起してくることは
すべて前世での業果（函raba　karama　udai　sanjoga）でしかなかった（95）。
〔33〕prabhu　parasa－jinavara　kau　jaccha一各ティールタンカラにはそれぞれに仕えるヤクシャ
（Yaksa）が想定きれている。　（90）
　　　　
〔34〕Khairdbad（a）－U・PのSitEpur　ZilEにあり，　Lakhnauから約65km（101）
〔35⊃purohita－kula－purohita，すなわち，壇家の儀式を司る僧のことだが，　ここではN舐　（床屋）
を従え，娘（嫁）の親からの手紙をたずさえてきて手渡し，婚約（sagai）をかわしたことになってい
る。　（102，103）もっとも，この前の段取りがあったと考えられるが，ここでは言及きれていないの
で不明である。　（102）
〔36〕聾髄一ジャイナ教徒の場含もヒンドゥー教徒の場合と同じく床屋は縁結びや結婚式での世話役
としていろいろ重要な役割を果たしていることがわかる。　（102）
〔37〕Tilaka一カーストや宗派等を示す標識としてせんだんなどをすりつぶしたものを額につけるが，
ここにあるように祝儀や行事など1こ際してもつける。　（103）
〔38〕paryau　trepa聴kala－Vikrama紀元のi653銀，すなわち，1596～7ADに飢饒が発生し，物価騰
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貴のため穀物が得難く，世間が蕃しんだ旨を記しているが，Akbar　Nama（M－727）などに言及され
ている干越による飢簸をさすものと考えられる。　（104）　　　　　　　・
⊂39〕So　le　calyau一この結婚はすでに（105）において「結婚」という雷葉が用いられているのだが，
明らかに幼児婚なので，同棲するのはさらに後のことになる。ここではBDのしゅうとの兄弟が挙式
後来ていたBDの妻を実家へ連れて帰ることをさしている。そして，同棲までにはなお曲折がある。
（109）〔（193）及び（198）参照。⊃
⊂40〕purahakima　nauwaba　kilica－Akbar　NamaeCQ．ulij辿灘の名で言及されている将軍，　アクバ
ル並びにジャハーン＄“e一ルに仕える。Akbar　Nama皿一720（p．　1076，　trans1．by　Beveridge，　calcutta）
には4，500のマンサブダールに任じられた，とある。その他，岡じく皿のp．1133，1140，1250，1256など
参照。　（冒0）
〔41〕sahijEdapura－一アラーハーバード・ジラーのガンジス川沿いにある。　（116）
〔42〕Bhoga－antarai一ジャイナ教における「業」の区分の一。　anta戯ya　karmaの一で，　bhoga－anta－
rayaと呼ばれる。そのために享くべき楽（bhega）が妨げられる，とされる。（118）
（43）11aha塩sa一現在のアラー一ハーバード（Ilah5bad）のことであるが，ペルシア語の一ab5dをサン
スクリットの一avas（a）（（居住地））でおきかえたものか。　（133）
〔44⊃taha　dEni　vasudhi－purahnta－daniとはDaniyal　Sh臨，すなわち，アクバル王の第三王子のこと
である。！605館3月に33歳6ケ月で亡くなった，とAkbar　Nama（皿，　p．1254）に記されているが，ア
ラーハーバードには！596隼に任ぜられていた。VasudhE　purah登taとは地kの（人閥界の）インドラ神
ほどの意。ここではアクバル王への讃辞であるが，アクバルの計報に接した際の様子やJagabanda
（Jagavandya）akbara（149）という言葉からもこのような表現がとりたてて大げさなものであるとは
いえないだろう。　（133）
⊂45⊃phatepura一アラーハーバードの北西約130km，ガンジス川とヤムナー用とにはさまれた地域に
ある都市。　（139）
〔46〕Osawila一ラージャスターンのジョードプル近くのOs（a）という地名に由来する商入力～スト
名。（141）
〔47〕Adhyatama　jEna－adhyatamaとはadhyatmaのことで，「真知」，あるいは，　「真理」ほどの意
である。janaはskt．のyEna，すなわち，「乗」の意。ここでBDが用いているのはadhyEtma　mata「真
知・真理の教説」のことである。㌶？によるとAdhyatma　Mataは次のように説明きれる。アクバル王
の頃，あるいは，それ以前よリジャイナ教の根元を追究しようとする一団の人々が北中部インド（ア
ー グラー？）に現われた。その人たちは女性の解脱とか，Kevalinの食・不食，裸行など，白衣派と空
衣派との闘で論争点・対立点となっていることには一切ふれず，出家・行者（yati，　Bhattaraka）の形
式主義によってかくされているジャイナ教の根本義（Adhyatma）を把握しようとしたものである。そ
のため白衣派からはAdhyatma　Mata，空衣派からはTera　Panthと蔑視きれた。この派の中心人物とし
て，BDも数えられているが，この派そのものはBDが参加する以前から存在していたことはこの句
からも明らかである。BDは白衣派に生まれ，最初師事したBh魏ucandra師も白衣派Kharatara分派
（Gaccha）に属する人であった。カイラーバードで知己となったArthalnalaj　i　DhoraなるAdhyatma派
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の人からは空衣派のAmrita　Candra（10世紀前楽）がKundakundaの“SamayasarapEhura”に註を加えた
“Samayasira　prabhEbhrta”の重註を読むようにと与えられたり，後に彼がAdhyatm3の真義を悟るに至
ったきっかけは，RUpacandraという空衣派の師にこれも同じく空衣派のNemicandra（10～11世紀）の
“Gommata－sara”の解説，あるいは，教説を耳にしてからであった。しかし，このAdhyatma派には空
衣・白衣の両派から傾倒者が現われた。⊂NP，　AK．P．33－56参照〕　（14D
〔48〕SEhi　Salema－Salim，すなわち，後のJahEnglrEll（1605－27）。　（149）
⊂49⊃ikhetaka　kolhUbana　kdja一これは聾Pによるが，　M　Pでは飢hau　ttika（？）kola　bana　kaja
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
となっており，いずれにしても意味は不明確である。　（150）
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⊂50⊃Laghu　kilica　ntrama　sulatEna－A41　Pでは：Laghu　kal醗a　jhal1｝m肖su王a亡翻aとなっているが，
Akbar　NamaのNfiran　Qμlija名で現われている人物と思われる。1605年のこととして“The　charge　of
Jau鍛pur　was　made　over　to　him（（Nuran　Q．　．ulij））とある。　〔Akbar　Nama皿，　P．1256〕
〔51〕T乱hi　hukama　akabara　kau　bhayau－salimEE子がAkbar王に反抗して，　Jaunpurを勝手にジャー
ギール（賜与地）として与えたのをAkbarが認めなかったことから生じた混乱。1599－1600年のことで
あるが，Salimの反抗はこの前奪頃から霞立つようになり，アーグラーを占拠しそこなったが，　Jaunpur
以外にもKalpiやBihirにおいても同様のことをしている。　⊂A．B．Pandey，　Later　Medieval　India，
Allahabad，1963，　p．261など参照〕　（151）
（52）LalE　bega－Tuzuk－i－jahangiriやAkbar　Namalこ　BEz　Bahidurの称号で現われる人物，　Tuzuk－i－
Jaha“giriによればLEIa　Begであるが，これと同一人物か。ぐThe　Tuzuk－i－Jahaugiri，　trans1．by　Rogers，
2nd　ed．1968，　P．21〕　　（165）
〔53〕Pandita　Devadatta－14歳になったのでDevadatta師について学んだ，とあるが，　（169）にあげ
られている書物や学問はサンスクリット語や占星学，修辞学といったものであり，宗教色の強いもの
であるとはいえない。おそらく「商い」教養を身につけるために師事したのであろう。ここに“Laghu
Koka”とあるのはKokkokaの性愛学書“Rati　Rahasya”の抄本と考えられる。また，（176）でふれられ
ている韻律学書“s’rutabodha”などを含めての教養がBDの「詩人」としての活躍の支えをなしたもの
と思われる。（168）
〔54〕Namama｝a一空衣派のジャイナ教徒のDhananjayaが1123－40駕の間に著わしたときれるサンス
クリットの辞典。　G69）
⊂55〕AnekEratha－Anek5rthaの意で，　MankhaのAnekartha　Kos’a　q　15叙1ド頃），あるいは，　Hema－
candraの“Anekartha　Sangraha”などが考えられるが，　N　Pは上の“NimamEIE”と同じ著者の筆になる
“AnekErtha　Nighantu”とする。　（169）
〔56）Kharatara　abhaidharama　ubajhEi－KharataraとはKharatara－gaccha（ジャイナ教白衣派の申の
一
分派）のことで，ubajhiiとは導師（skt．　up訟b頭ya）のこと。　B　Dはこの時，アバヤダルマ師に従
ってきたH埴nucandra師から親しく教えを受けることになる。　（173）
〔57〕Jati－Yati（Skt），　Jai（（Paia｝）のことであるが，白衣派のS記huの意，ないしは在家に対して
｛：L隊の意に用いられている。なお，Schubring；The　Dortrines　of　the　Jainas，p．7！－2参II臨　（174）
⊂58〕Posala－Posahaと呼1まれる戒行のための部屋・建物posaha－sElaと考えられるが，　N　PはpausEla，
upEshraya，　upEsaraとも呼び，　sadhuの宿泊所としている。　（175）
〔59〕Muni－（10）のSEdhuと同義。　（176）
〔6のGuna蕊tha－Siddhaに1蒲わっているとされる八種の徳をさしていると思われる。　（177）
　　　　　　　　つ
〔61〕　Cale　p互uja　karana　kaa－PEujE〔IPravrajya（（Skt）），　Pauvaj　jE（（paia））〕　ζま，　　（1G5）　～　（109）
のbibahaの実際が仮祝言であったのに対し，本祝言に行くことをさしている。　G　82）
〔62⊃BEta　kau　roga－Vata－rogaなどと呼ばれるもので普通，リューマチス，痛風など，インド医術
で体質構成要素の不均衝より生ずると考えられている病気の意に用いられている。しかし，NPはこ
こに記きれている症状やその後生まれたBDの9人の子供がすべて生後間もなく死亡していること，
　（195）において父親から痛罵を浴びせられていることなどから，（170）以下でふれられていること
と関連してこの病気を梅毒と断定している。〔Ardha　Kathanaka，　xxviii⊃　（184）
〔63〕Sanny浸si一本来，いわゆる四住期の最後のSanyEsa（隠遁期）に入った人のことをさしたが，苦
行者，あるいは，乞食者のことも言うようになったが，さらにここにあるように宗教的な動機よりも
生活のため乞食そのものを欝的とする者にも用いられるようになった。その意味でsadhUと同義語に
なっている。　（209）
⊂64⊃Jogi－Yogi，本来はヨーガの行に通じた人などの意に用いられる語であるが，（209）のSannyEsi
と同じような意味に用いられることもある。　（219）
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〔65〕SadEs’iva　mUrati一ジャイナ教從でありながら，天国を得ようと（PEvai　siva　geha）　ほら貝を
シヴァ神像としてR夜拝むようになったことをさしているが，インド人一般のB常生活における宗教
の意味を考える上で興味深い。（219）（220）
〔66〕HirEnanda　Mukima一アラーハーバードににおいてサリーム王子と親交のあったジャイナ教徒の
豪商。ラージャスターンのマールワール出身でHiranand　Sahuの代にPatnaへ移侵したといわれ，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
子ManikcandはベンガルのMurshidEbidの近くへ移り，　Aurangzeb王からjagat　Sethの称号を授けられ
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
た。　（Kalikinkar　Datta，　Survey　of　India，s　Social　life　and　Economic　Condition　in　the　Eighteenth
Century　17e3－1813，　calcutta，　1961，　p．172）　　（224）
〔67〕purajana　loga　bhae　bhayabhita～（252）～（256）の記述から，アクバルの死後，後継者争い
による混乱や無秩序状態の出現を懸念して不安になり，貧富貴1淺1の見分けのつかないように変装した
り，貨重品を地中に埋めたりしたものと考えるべきであろう。（247）
〔68〕pEdalipura－N　PはpatnEではないかと考えている。　（279）
　　　　　　　　　　　　　　　
⊂69⊃Karori一本来の意味は（50）の註において述べたものであり，1千万ダーム，すなわち，25万
ルピーの金額を徴収する役職をさしたのであるが，後には市場の監督・徴税の任に当たった者にも用
いられている。（322）
⊂70｝MadhumElati，　MiragEvati－－MadhumElatl及びMrgEvatlいずれもヒンディー文学史の串でスー
フィー一　（SUfl）恋愛詩の名をもって知られる作品で，作者は前者がiMan　jhan，後者がKutbanときれる。主
題となっているのはイスラム教神秘主義であるが，民間に親しまれていた物語や伝説をその衣裳に借
り，民衆の言葉で詠まれたために，ここに述べられているように文字の読めない人たちにまで親しま
れた。前者の成立は1545奪，後者の成立は1503無といわれるが，正確なところは不明である。言及さ
れていることに限って考えるならば，宗教的なものとしてではなく，娯楽的なものとして扱われてい
ることは確かである。（335）
⊂71⊃Khovai　dEma　amala　bahu　kh巨i－amalaにはアルコール類と麻薬との両方の意味がある。当跨
は社会階層・身分に関係なく，阿片や大麻がかなり吸飲きれていたようであるので，後巻の意にとっ
ても支障はないものと思う。　　〔なお，P．N。　Chopra，　Society＆Gulture　in　Mughal　Age，　Agra，1955，
p．46・－47，など参照⊃　（353）
⊂72〕Kaula－Kau1（a）ないしはKo1（a）というが，現在のAligarhの古名。（396）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ〔73〕PirojabEda－Firozabadのこと，アーグラーからヤムナー川を越え，東方に約40KM。（410）
⊂74〕Siloka（418），　Janeif（42D一盗賊たちの部落に迷いこんだために危書の加えられるのを恐れ，
臼分たちはブラーフマンになりすまして難を逃れようとしたわけである。そのため，学識のあったBD
がサンスクリットの頒句（Siloka，　S’loka）を唱えたり，着用していた衣服から糸を引き抜き，ブラー
フマンが身につける木綿の聖紐（Jane①をこしらえたりしたわけである。
〔75〕Nariara一めでたい品として結婚式に使用されるココヤシの実，ここでは嫁のほうから結納品の
一部として用いられている。（442）
⊂76〕SirapEu－Sar－o－pEのこと。　Khil’atと同義で，ムガル朝において皇帝，その他の高官がその摩
下に賞与として下賜した衣服（など）のことである。年2回，定期的に与えられたほか，祝典や謁見，
昇進，任官の際にも与えられた。ここでは恐らく拝謁の際に与えられたものであろう。（448）
〔77〕Raunihi／　Sainai／，　DharmanEtha－DharmanEthaはジャイナ教第十五代の救世者（ラィールタン
カラ）のことであり，raunahiはDharmanEthaの誕生地Ratnapuri（Ayodhyaの近く）のこと。（465）
⊂78〕Ghara譲i／ghanEi／一大きな水がめを竹や木材などでこしらえた枠につないでこしらえた「かめ
　　　　　　　コ
いかだ」のことと思われるので，NPのほうを採るべきであろう。（47D
〔79）Ghatamapura，　Korri一前者は今日のKEnpurの南方約40KMにある。後者は前者の東方約20KM
　　　　　　
にあるKoraと思われる。（502）　　　　　　　　　　　　　　　　’
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